
日時：平成27年2月14日(土) 13:00ｰ15:50

場所：東京医科歯科大学
3号館18階保健衛生学科講義室1
東京都文京区湯島１-５-４５
http://www.tmd.ac.jp/outline/access/index.html
JR御茶ノ水駅、東京メトロ丸ノ内線御茶ノ水駅下車

東京メトロ千代田線新御茶ノ水駅下車

定員：1００名
（事前申込み制、参加費無料、逐次通訳付き）

<第１部13:00～15:10>
フィンランド警察における救援者への アメリカの手法による支援者へのケア
惨事ストレスケア

<第2部15：20～15：50> ディスカッション 「災害支援者へのケアを考える」

平成26年度 DNGL国際セミナー

災害支援者へのケアを考える

【参加申し込み】
以下のWEBサイトもしくは右のQRコードにアクセスの上申し込みをお願いします。

https://www.ssl-system5.com/~tmd.ac.jp/contact/
【お問合せ】

国立大学法人 東京医科歯科大学（TMDU） 学務部 学務企画課 災害看護大学院掛
〒113-8510 東京都文京区湯島1-5-45 TEL:03-5803-4877 FAX:03-5803-0210

「災害支援者へのケアを考える」をテーマに災害看護グローバルリーダー養成プログ
ラム（DNGL)の国際セミナーを下記の通り開催いたします。

災害現場においては極度のストレスを経験することから、支援者もストレスマネー
ジメントが重要となっています。現場の第一線でご活躍のフィンランドの警察官、ア
メリカの精神看護ナースプラクティショナーの先生をお招きし、皆様とともに国際的
な視座から災害支援者へのケアについて討議を行う予定です。

奮って参加くださいますよう、ご案内申し上げます。

Dr. Juha Järvelin

フィンランド
南オストロボスニア警察

田中 勝子先生

米国ワシントン大学
臨床准教授

http://www.tmd.ac.jp/outline/access/index.html

